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 Recently, bacterial pseudotuberculosis has been associated with serious 
mortality of cultured young yellowtail during the summer months in many 
yellowtail farms. This disease is caused by pasteurella piscicida. 
 Sodium nifurstyrenate is a new, broad-spectrum, vinylogous nitrofuran and 
it is effective both in vitro and in vivo against this pathogenic organism. 
 When this disease occurs, NFS-Na is generally fed with diet for a week or 
so. The oral toxicity of NFS-Na that is fed for a week or so is known. 
However, the toxicity of NFS-Na fed on long-term basis is unknown, and the 
purpose of the present study is to determine such oral toxicity of NFS-Na.
近 年,ハ マ チ養 殖 場 にお いて 水 温 が200C-25。Cの 範 囲 に あ る と き,類 結 節 症 が発 生 し,養 殖
ハ マ チ に 多 大 な被 害 を 与 えて い る こと はす で に報 告 され,そ の原 因菌 に 関 して も 明 らか に され
て い る1-5)。
著 者 らは,こ の 疾病 を 治療 す る た め に,ニ フ ル ス チ レン酸 ナ ト リウ ム(NFS-Na)を も ち い,
室 内 実験 お よ び フ ィー ル ドテ ス トに よ りそ の効 果 を確 認 して い る。 しか しこ の よ うな治 療 目的
に お け るNFS-Naの 投 与 期 聞 は 一 般 的 に は 約1週 間 程度 で あ るが,さ らに長 期 間 の投 与 を要
求 され る こと も考 え られ る の で,本 実験 を行 な いNFS-Naの 長 期 間 投 与 に よ る 安 全 性 を検 討
した。
実 験 方 法
供 試 魚 千 々石 漁 協 よ り入 手 した平 均 体 重10gの ハ マ チSeriola　 quinqeradiateを 野 母 湾 内
で3×3×3mの 網 生 簑 に放 養 し,12日 間 イ カ ナ ゴAmmodytesPersonatusgirardを 与 え て予
備飼 育 した の ち,各400尾6区 に分 けて 実 験 に供 した 。
試 験 区 お よ び 試験 期 間Table1に 示 す よ うに投 与 餌 料,投 与 薬 剤 の種 類 お よび そ の量 に よ
り6試 験 区 に分 け,1973年6月25日 よ り8月13日 まで の50日 間 の飼 育 試 験 を行 な った 。 な お供















































































































































































































































































































































































































































































22 石原 ・柏木 ・保 田:養 殖ハマチにおけるNFS-Naの 安全性
ず,配 合飼料を添加 した1区 の成長がかなり良か った。 このことは配合飼料中の成分によると
も考え られるが,配 合飼料の混合によ り餌の粘性が高まり,給 餌時の海水への散逸による損失
が非常に減少することがもっとも大きな原因と考え られる。 したが って生餌 と配合飼料の混合
餌量中に薬剤を添加 し投薬する方法は手間はかかるが確実な投薬方法と考えられる。
要 約
ニ フル ス チ レン酸 ナ トリウム,ナ リデ ィ ク ス酸 を 用 い て,ハ マ チ に対 す る長 期 間 経 口投 与 に
よ る安 全 性 に つ い て 検 討 した 。
1.ニ フル ス チ レン酸 ナ トリウム40mg/kg/day,ナ リデ ィ ク ス酸10mg/kg/dayの50日 間 投 与
に お い て,い ず れ も毒 性 は 認 あ られ な か った 。
2.ニ フル スチ レン酸 ナ トリウム20mg,40mg/kg/dayの 投与 は無 投 与 の対 照 区 よ り も幾 分 成
長 が よ か った 。
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